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血液検査で手軽に胃の健康度チェックができます！
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　　○診療所にお問い合わせください○






「胃の健康度」は人によって異なります。


胃の検診で多く実施されているのはバリウムを飲んで行うＸ線撮影で，フィルムに写った胃壁の凹凸から胃の状態を


推測する検査です。


この方法とは別に，２種の血液検査（ペプシノゲン検査と


ヘリコバクター・ピロリ抗体検査）によって潰瘍やがんの


リスクなど「胃の健康度」を調べることができます。


一度，胃がん検診に加えて，この「胃の健康度」チェックを


お勧めします。





♦ペプシノゲン検査


胃粘膜の『委縮』具合を調べる検査で，胃がん検診にも応用されています。委縮が進んだ胃は胃がんになりやすいといわれています。





♦ヘリコバクター・ピロリ(H.ピロリ)抗体検査


胃がH.ピロリ菌に感染していないか調べる検査です。H.ピロリ菌は胃粘膜にダメージを与え，様々な病気の引き金になると考えられています。








